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(57)【要約】
【課題】使用時の作業効率を上げる。
【解決手段】照明制御システム１は、照明制御装置２と
、外部端末装置３とを備える。外部端末装置３は、予め
決められた地域の時刻情報を照明制御装置２に出力する
。照明制御装置２は、上記時刻情報と予め設定されたタ
イムスケジュールとから、照明器具４の点灯状態を変更
する時刻を制御時刻として定めるタイマ制御部２５１と
、上記制御時刻において照明器具４の点灯状態を制御す
る照明制御部２５２と、外部端末装置３と通信するため
の通信部２４とを備える。通信部２４は、外部端末装置
３と１対１で接続される。タイマ制御部２５１は、通信
部２４を介して外部端末装置３から時刻情報を取得する
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　予め決められた地域の時刻情報と予め設定されたタイムスケジュールとから、照明器具
の点灯状態を変更する時刻を制御時刻として定めるタイマ制御部と、
　前記制御時刻において前記照明器具の点灯状態を制御する照明制御部と、
　前記時刻情報を接続先に出力する外部端末装置に１対１で接続され当該外部端末装置と
通信するための通信インタフェース部とを備え、
　前記タイマ制御部は、前記通信インタフェース部を介して前記外部端末装置から前記時
刻情報を取得する
　ことを特徴とする照明制御装置。
【請求項２】
　複数の系統に対して系統ごとに対応して設けられた複数の系統親機とともに用いられ、
　前記照明器具は、前記複数の系統に分けられ、
　前記照明制御部は、前記系統ごとに前記照明器具の点灯状態を制御する
　ことを特徴とする請求項１記載の照明制御装置。
【請求項３】
　前記外部端末装置から取得された前記時刻情報を維持するバックアップ電源を備えるこ
とを特徴とする請求項１または２記載の照明制御装置。
【請求項４】
　前記時刻情報は、前記地域の現在時刻とともに、前記地域のサマータイムの情報および
前記地域の日の出／日の入り時刻の情報の少なくとも一方の情報を含むことを特徴とする
請求項１～３のいずれか１項に記載の照明制御装置。
【請求項５】
　前記照明制御部で制御された点灯状態にするための照明制御情報を前記照明器具に出力
する出力部を備え、
　前記通信部は前記出力部と兼用される
　ことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の照明制御装置。
【請求項６】
　前記タイマ制御部は、前記タイムスケジュールの情報を外部から取得することを特徴と
する請求項１～５のいずれか１項に記載の照明制御装置。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の照明制御装置と、
　予め決められた地域の時刻情報を前記照明制御装置に出力する外部端末装置と
　を備えることを特徴とする照明制御システム。
【請求項８】
　前記タイムスケジュールの情報を用いて時間経過に伴う前記照明器具の明るさ変化のシ
ミュレーションを実行するシミュレーション実行部と、
　前記シミュレーション実行部のシミュレーション結果を表示するシミュレーション結果
表示部と
　を備えることを特徴とする請求項７記載の照明制御システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明器具の点灯状態を制御する照明制御装置およびこれを含む照明制御シス
テムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、例えば省エネルギー化などを目的に、予め設定されたタイムスケジュールに
従って照明器具の調光レベルを制御する照明制御装置が知られている（例えば特許文献１
～３参照）。上記のような照明制御装置では、タイムスケジュールに従って照明器具を制
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御する際に、まず計時部で計時される時刻を正確な現在時刻に合わせる必要がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００２－２５２０９２号公報
【特許文献２】特開２００８－１３５２２８号公報
【特許文献３】特許第３８０００３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、従来の照明制御装置では、使用時の設定作業において、計時部で計時さ
れる時刻の調整に必要な現在時刻の情報を人（例えば施工者または使用者など）が手動で
入力しなければならなかった。また、従来の照明制御装置の製造工場でも出荷前の品質確
認テストを兼ねて、製造者が現在時刻の情報を手動で入力する必要があった。
【０００５】
　上記のような照明制御装置は、コスト面での制約からパーソナルコンピュータ、携帯電
話機またはＰＤＡ（Personal Digital Assistant）などに比べて、貧弱なマンマシンイン
タフェースであることが多い。パーソナルコンピュータなどのように常に操作される機器
とは違い、照明制御装置においては、基本的には設置後に人が一度設定作業を行えばよく
、その後も多くて月に１回程度の設定作業であり、上記設定作業のためにコストを必要以
上にかけるわけにはいかない。
【０００６】
　一方、製造工場では、製造者が１日に多数の照明制御装置に対して設定作業を行うため
、各照明制御装置の設定作業は、容易かつ短時間であるほうがよい。
【０００７】
　本発明は上記の点に鑑みて為され、本発明の目的は、使用時の作業効率を上げることが
できる照明制御装置およびこれを含む照明制御システムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の照明制御装置は、予め決められた地域の時刻情報と予め設定されたタイムスケ
ジュールとから、照明器具の点灯状態を変更する時刻を制御時刻として定めるタイマ制御
部と、前記制御時刻において前記照明器具の点灯状態を制御する照明制御部と、前記時刻
情報を接続先に出力する外部端末装置に１対１で接続され当該外部端末装置と通信するた
めの通信インタフェース部とを備え、前記タイマ制御部は、前記通信インタフェース部を
介して前記外部端末装置から前記時刻情報を取得することを特徴とする。
【０００９】
　この照明制御装置において、複数の系統に対して系統ごとに対応して設けられた複数の
系統親機とともに用いられ、前記照明器具は、前記複数の系統に分けられ、前記照明制御
部は、前記系統ごとに前記照明器具の点灯状態を制御することが好ましい。
【００１０】
　この照明制御装置において、前記外部端末装置から取得された前記時刻情報を維持する
バックアップ電源を備えることが好ましい。
【００１１】
　この照明制御装置において、前記時刻情報は、前記地域の現在時刻とともに、前記地域
のサマータイムの情報および前記地域の日の出／日の入り時刻の情報の少なくとも一方の
情報を含むことが好ましい。
【００１２】
　この照明制御装置において、前記照明制御部で制御された点灯状態にするための照明制
御情報を前記照明器具に出力する出力部を備え、前記通信部と前記出力部とは共通である
ことが好ましい。
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【００１３】
　この照明制御装置において、前記タイマ制御部は、前記タイムスケジュールの情報を外
部から取得することが好ましい。
【００１４】
　本発明の照明制御システムは、上記照明制御装置と、予め決められた地域の時刻情報を
前記照明制御装置に出力する外部端末装置とを備えることを特徴とする。
【００１５】
　この照明制御システムにおいて、前記タイムスケジュールの情報を用いて時間経過に伴
う前記照明器具の明るさ変化のシミュレーションを実行するシミュレーション実行部と、
前記シミュレーション実行部のシミュレーション結果を表示するシミュレーション結果表
示部とを備えることが好ましい。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、使用者が時刻情報を手動で入力する必要がなくなるので、使用時の作
業効率を上げることができ、使用者の利便性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】実施形態１に係る照明制御システムの構成を示すブロック図である。
【図２】同上に係る照明制御システムの接続状態を示す概略図である。
【図３】実施形態２に係る照明制御システムの構成を示すブロック図である。
【図４】実施形態３に係る照明制御装置であって、（ａ）は出荷検査時の接続状態を示す
概略図、（ｂ）は使用時の接続状態を示す概略図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下の実施形態１，２では、照明器具の点灯状態を制御する照明制御システムについて
説明する。
【００１９】
　（実施形態１）
　実施形態１に係る照明制御システム１は、図１に示すように、複数系統の照明器具４の
点灯状態をタイムスケジュールに従って制御するシステムであり、例えば事務所または店
舗などで用いられる。本実施形態の照明制御システム１は、複数の調光可能な照明器具４
の点灯状態を制御する照明制御装置２と、照明制御装置２とは別個に設けられた外部端末
装置３とを備えている。
【００２０】
　照明器具４は、予め設定された領域を照射するランプおよび点灯装置（図示せず）を備
えている。ランプとしては、例えば白色ＬＥＤ（Light Emitting Diode）、ＲＧＢ－ＬＥ
Ｄ、蛍光灯、白熱灯、有機ＥＬ（ElectroLuminescence）またはＨＩＤ（High Intensity 
Discharge）ランプなどが用いられる。点灯装置は、照明制御装置２から受け取った調光
信号に応じて、ランプに対する調光（点灯および消灯を含む）を制御する。つまり、照明
器具４は、照明制御装置２による制御に従って点灯状態が変化する。なお、ランプの種類
によっては、点灯装置は調光だけではなく、調色も制御する。
【００２１】
　照明制御装置２は、ＣＰＵ（Central Processing Unit：中央処理装置）およびメモリ
が搭載されたコンピュータ（マイクロコンピュータを含む）を主構成要素とし、照明器具
４とは別個に設けられた装置である。照明制御装置２は、主として建築物の壁に取り付け
られる壁付けタイプの装置である。照明制御装置２は、現在時刻を計時する計時部２１と
、各種情報を記憶する記憶部２２と、照明器具４に調光信号を出力する調光信号出力部２
３と、外部端末装置３と通信するための通信部２４と、照明制御装置２の各部を制御する
制御部２５とを備えている。さらに、照明制御装置２は、使用者が入力操作する際に用い
られる操作部２６と、商用電源（図示せず）からの電力を各部に供給する主電源２７と、
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主電源２７の停止時に動作するバックアップ電源２８とを備えている。
【００２２】
　照明制御装置２は、以下のようなタイムスケジュール制御を行う。タイムスケジュール
制御とは、予め設定されたスケジュールに従って照明器具４の点灯状態を自動的に切り替
えるという制御である。例えば店舗内に設置された複数の照明器具４を制御する場合には
、準備時間中は一部の照明器具４のみを間引き点灯したり、各照明器具４の調光レベルを
通常より低めに設定したりするなどして省エネルギー化を図っている。一方、開店時間中
は各照明器具４の照度を適正照度とし、さらにバーゲンタイムなど客の多い時間帯は各照
明器具４の照度を適正照度よりも高くしている。これにより、時間帯ごとに適切な照明環
境が得られ、かつ、無駄な照明を減らして省エネルギーを図っている。
【００２３】
　計時部２１は、例えばリアルタイムクロック（ＲＴＣ：Real Time Clock）などであり
、現在時刻を計時する。現在時刻には、年・月・日だけではなく、曜日も含まれる。
【００２４】
　記憶部２２は、例えばＥＥＰＲＯＭ（Electrically Erasable Programmable Read Only
 Memory）またはフラッシュＲＯＭなどのメモリとその周辺回路とで構成され、予め設定
されたタイムスケジュールを記憶する。
【００２５】
　調光信号出力部２３は、各系統の出力ポート（図示せず）を有し、各出力ポートに専用
の信号線７を介して接続される照明器具４に対して、制御部２５から受け取った照明制御
情報を含む調光信号を出力する。つまり、調光信号出力部２３は、系統ごとに調光信号を
出力する。調光信号出力部２３は出力部としての機能を有している。
【００２６】
　調光信号は、照明器具４の光出力レベル（ランプの種類によっては色温度）を制御する
ための信号である。つまり、調光信号には、後述の照明制御部２５２で制御された点灯状
態にするための照明制御情報が含まれている。調光信号は、アナログの直流電圧またはパ
ルス信号のデューティ比などのアナログ信号またはデジタル信号である。本実施形態の調
光信号は、パルス信号のデューティ比（オンデューティ）に応じて調光レベルの情報を系
統別に照明器具４に出力される。
【００２７】
　通信部２４は、外部端末装置３と通信するための通信インタフェース機能を有し、信号
線６によって外部端末装置３に１対１で必要に応じて接続される。本実施形態において、
照明制御装置２と外部端末装置３との間の通信には、例えば安価でＩｒＤＡ（Infrared D
ata Association）規格などで標準化され安価な赤外線通信が用いられる。これにより、
照明制御装置２と外部端末装置３との間の通信を安価に確立することができる。通信部２
４は通信インタフェース部としての機能を有している。
【００２８】
　外部端末装置３は、照明制御装置２と通信するための通信インタフェース機能を有し、
予め決められた地域の時刻情報を照明制御装置２に出力する。本実施形態の外部端末装置
３は、図２に示すように携帯電話機である。外部端末装置３としての携帯電話機は、操作
性がよく、時刻補正機能が搭載されているので、正確な現在時刻を設定することができる
。また、上記携帯電話機は、例えばＧＰＳ（Global Positioning System）機能など所在
地を知る機能がさらに搭載され、サマータイムの情報ならびに日の出時刻の情報および日
の入り時刻の情報を出力する機能も搭載されている。本実施形態において、予め決められ
た地域とは、照明制御装置２が設置される地域（以下「設置地域」という）をいう。上記
より、外部端末装置３は、時刻情報として、設置地域の正確な現在時刻を有しているとと
もに、設置地域のサマータイムの情報と、設置地域の日の出時刻の情報と、設置地域の日
の入り時刻の情報とを外部から取得して保持している。外部端末装置３である携帯電話機
は、例えば電話番号または住所録など他の情報と同様の出力（送信）方法で上記時刻情報
を外部に出力（送信）することができる。
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【００２９】
　制御部２５は、コンピュータに搭載されたＣＰＵを主構成要素とし、プログラムに従っ
て動作することによって、後述のタイマ制御部２５１と照明制御部２５２との各機能を実
行する。なお、制御部２５の主構成要素であるＣＰＵは、記憶部２２と一体で形成されて
いてもよい。
【００３０】
　タイマ制御部２５１は、設置地域の時刻情報とタイムスケジュールとから、照明器具４
の点灯状態を変更する時刻（以下「制御時刻」という）を系統ごとに定める。
【００３１】
　タイマ制御部２５１は、上記のように制御時刻を定める際に必要な時刻情報を、通信部
２４を介して外部端末装置３から取得する。タイマ制御部２５１が取得した時刻情報には
、取得時の正確な現在時刻の情報と、日の出時刻の情報および日の入り時刻の情報と、サ
マータイムの情報とが含まれている。
【００３２】
　タイマ制御部２５１は、外部端末装置３から取得した現在時刻の情報を用いて、計時部
２１に対して現在時刻を正確に計時するように時刻合わせを行う。また、タイマ制御部２
５１は、外部端末装置３から取得した日の出時刻の情報および日の入り時刻の情報をタイ
ムスケジュールの日の出時刻の欄および日の入り時刻の欄に設定する。さらに、タイマ制
御部２５１は、外部端末装置３から取得したサマータイムの情報に従って、計時部２１で
計時される時刻およびタイムスケジュールを変更する。
【００３３】
　照明制御部２５２は、計時部２１で計時された現在時刻が制御時刻になったときに、照
明器具４の点灯状態を変更するための照明制御情報を系統ごとに生成する。つまり、照明
制御部２５２は、記憶部２２のタイムスケジュールに従って、照明器具４が制御時刻に対
応する調光レベルになるような照明制御情報を系統ごとに生成する。照明制御部２５２は
、調光信号出力部２３を制御し、上記照明制御情報を含む調光信号を照明器具４に出力さ
せる。つまり、照明制御部２５２は、「系統１」に関する照明制御情報を含む調光信号が
照明器具４１に出力され、「系統２」に関する照明制御情報を含む調光信号が照明器具４
２に出力されるように調光信号出力部２３を制御する。他の系統についても「系統１」お
よび「系統２」と同様であり、例えば「系統ｎ」について、照明制御部２５２は、「系統
ｎ」に関する照明制御情報を含む調光信号が照明器具４ｎに出力されるように調光信号出
力部２３を制御する。
【００３４】
　操作部２６は、図２に示すように複数のプッシュスイッチ２６１と表示部２６２とを備
え、現在時刻またはタイムスケジュールなどを使用者が入力する際に用いられる。プッシ
ュスイッチ２６１は操作内容ごとに設けられ、タイムスケジュールの制御内容などの基本
設定が使用者によって行われる。設定値は記憶部２２に保存される。表示部２６２は、例
えば液晶（ＬＣＤ）表示器または７セグメントＬＥＤ表示器などであり、使用者によって
入力された情報を確認することができるように入力情報を表示したり、現在時刻を表示し
たりする。表示部２６２の表示内容は制御部２５によって制御される。なお、操作部２６
は、上記の構成に限定されず、プッシュスイッチ２６１に代えてタッチパネル式の液晶表
示部（例えば表示部２６２と兼用）であってもよい。
【００３５】
　図１に示すバックアップ電源２８は、主電源２７の停止時に動作し、計時部２１が計時
するために用いられたりする。
【００３６】
　本実施形態の照明制御システム１の使用例としては、事務所などにおいて、例えば昼間
の時間帯（昼休みの時間帯を除く）は窓際の系統の照明器具４を通常より低い調光レベル
にしたり、昼休みの時間帯は全ての系統の照明器具４を消灯したりする。
【００３７】
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　以上、本実施形態の照明制御システム１によれば、予め決められた地域（設置地域）の
時刻情報をタイマ制御部２５１が外部端末装置３から取得することによって、使用者が時
刻情報を手動で入力する必要がなくなるので、使用時の作業効率を上げることができ、使
用者の利便性を高めることができる。
【００３８】
　本実施形態の照明制御システム１は、現在時刻を自動的に設定する電波時計を内蔵する
場合に比べて、電波を受け取る手段が不要であるので、コストを下げることできるととも
に、電波の届く範囲を考慮する必要がないので、設置場所の限定がない。本実施形態の照
明制御システム１は、ネットワーク上のタイムサーバ（ＮＴＰ（Network Time Protocol
）サーバ）に接続して現在時刻を取得する手段を備える場合に比べて、コストを下げるこ
とができるとともに、小型にすることができる。
【００３９】
　また、本実施形態の照明制御システム１によれば、予め決められた地域（設置地域）の
サマータイムの情報と上記地域の日の出時刻の情報と日の入り時刻の情報とを使用者の手
動によらずにタイマ制御部２５１が外部端末装置３から取得することができるので、使用
者による入力操作を削減することができ、使用者の利便性を高めることができる。
【００４０】
　本実施形態の照明制御システム１は、ＧＰＳ機能によって設置地域を測位して日の出時
刻および日の入り時刻を求める手段を備える場合に比べて、コストを下げることができる
。
【００４１】
　さらに、本実施形態の照明制御システム１によれば、外部端末装置３である携帯電話機
に時刻補正機能が搭載されているので、上記携帯電話機から正確な現在時刻の情報を容易
に取得することできる。
【００４２】
　（実施形態２）
　実施形態２では、図３に示すように、照明制御システム１が複数の系統親機５とともに
用いられた場合について説明する。以下、本実施形態の照明制御システム１について図３
を用いて説明する。なお、実施形態１の照明制御システム１（図１参照）と同様の構成要
素については、同一の符号を付して説明を省略する。
【００４３】
　本実施形態の照明制御システム１は、図３に示すように、複数の系統に対して系統ごと
に対応して設けられた複数の系統親機５とともに用いられる。照明器具４は、複数の系統
に分けられている。つまり、各系統の信号線７には、照明器具４が接続されている。
【００４４】
　照明制御装置２と系統親機５はＲＳ－４８５（ＥＩＡ－４８５）の信号線８で接続され
ている。ＲＳ－４８５は、配線長を１２００ｍまで伸ばすことができるため、大きな店舗
または事務所でも１台の照明制御装置２で対応することができる。また、照明制御装置２
は、複数の系統親機５とバス配線で接続することができるため、複数の系統を１台の照明
制御装置２で制御することができる。
【００４５】
　本実施形態の照明制御装置２は、調光信号出力部２３に代えて、制御装置側通信部２９
を備えている。
【００４６】
　制御装置側通信部２９は、照明器具４に対する照明制御情報を系統親機５に送信する。
照明制御情報には、送信先の系統アドレスが含まれている。つまり、「系統１」に関する
照明制御情報には系統親機５１のアドレスが含まれ、「系統２」に関する照明制御情報に
は系統親機５２のアドレスが含まれ、「系統ｎ」に関する照明制御情報には系統親機５ｎ
のアドレスが含まれている。制御装置側通信部２９は出力部としての機能を有している。
なお、実施形態１の調光信号出力部２３（図１参照）と同様の機能については説明を省略
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する。
【００４７】
　本実施形態の照明制御部２５２は、系統親機５を介して系統ごとに照明器具４の点灯状
態を制御する。つまり、照明制御部２５２は、「系統１」に関する照明制御情報を系統親
機５１に出力し、「系統２」に関する照明制御情報を系統親機５２に出力し、「系統ｎ」
に関する照明制御情報を系統親機５ｎに出力する。なお、実施形態１の照明制御部２５２
（図１参照）と同様の機能については説明を省略する。
【００４８】
　系統親機５は、照明制御装置２と通信する系統親機側通信部５０１と、系統親機５の各
部を制御する系統親機側制御部５０２と、照明器具４に調光信号を出力する調光信号出力
部５０３とを備え、照明制御装置２と１対１またはバス接続されている。調光信号がアナ
ログ信号である場合、照明制御装置２からのデジタル信号である照明制御情報をアナログ
の調光信号に変換する機能を有している。なお、調光信号は、アナログ信号であることに
限定されず、デジタル信号であってもよい。
【００４９】
　系統親機側制御部５０２は、系統親機側通信部５０１を介して取得した照明制御情報を
調光信号に変換して、系統内の照明器具４に上記調光信号を出力するように調光信号出力
部５０３を制御する。照明制御装置２と系統親機５とがバス接続である場合、系統親機側
制御部５０２は、照明制御装置２からの照明制御情報のうち、自己の系統に該当する情報
のみを取り出す機能（系統アドレスを用いる）を有している。
【００５０】
　（実施形態３）
　実施形態３では、照明制御装置２の製造工場での出荷検査について説明する。以下、本
実施形態の照明制御装置２について図３および図４を用いて説明する。なお、実施形態２
の照明制御装置２（図３参照）と同様の構成要素については、同一の符号を付して説明を
省略する。
【００５１】
　本実施形態の照明制御装置２では、図３に示す通信部２４は制御装置側通信部２９と兼
用される。
【００５２】
　本実施形態の外部端末装置３は、図４（ａ）に示すように、例えばパーソナルコンピュ
ータなどであって、照明制御装置２の製造工場に設置された検査装置である。外部端末装
置３としてのパーソナルコンピュータは、出荷検査で用いられる出荷検査プログラムを内
蔵し、製造工場において、ＲＳ－４８５規格とＵＳＢ規格とを変換する変換機３１を介し
て照明制御装置２に検査時に接続される。なお、実施形態２の外部端末装置３（図３参照
）と同様の機能については説明を省略する。
【００５３】
　本実施形態の外部端末装置３であるパーソナルコンピュータは、ネットワーク（インタ
ーネット）上のタイムサーバ（ＮＴＰサーバ）と通信し、正確な現在時刻を取得している
。したがって、外部端末装置３が出荷検査プログラムのシーケンスに従って、現在時刻の
情報を変換機３１に出力し、変換機３１がＵＳＢ信号からＲＳ－４８５信号に変換して照
明制御装置２に送信することによって、照明制御装置２は、現在時刻を設定することがで
きる。
【００５４】
　また、本実施形態の外部端末装置３は、タイムスケジュールの情報を有し、このタイム
スケジュールの情報を照明制御装置２に送信することができる。パーソナルコンピュータ
は、照明制御装置２より操作性のよいマンマシンインタフェースで、タイムスケジュール
を設定し、設定したタイムスケジュールの情報を照明制御装置２に送信することができる
ため、使用者の利便性を高めることができる。
【００５５】
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　本実施形態のタイマ制御部２５１（図３参照）は、タイムスケジュールの情報を外部端
末装置３から取得する。
【００５６】
　本実施形態のバックアップ電源２８（図３参照）は、主電源２７の停止時または主電源
２７の使用前に、計時部２１の計時に用いられるだけではなく、外部端末装置３から取得
された時刻情報を維持するために用いられる。
【００５７】
　また、本実施形態の外部端末装置３は、タイムスケジュールの情報を用いて時間経過に
伴う照明器具４の明るさ変化のシミュレーションを実行するシミュレーション実行機能と
、シミュレーション実行部のシミュレーション結果を表示するシミュレーション結果表示
機能とを実行する。本実施形態の外部端末装置３はシミュレーション実行部およびシミュ
レーション結果表示部としての機能を有している。
【００５８】
　上記のようにして、出荷前に検査された照明制御装置２は、設置地域において、図４（
ｂ）に示すように各系統親機５と接続して、系統ごとに照明器具４の点灯状態を制御する
。
【００５９】
　以上、本実施形態の照明制御システム１によれば、通信部２４が制御装置側通信部２７
と兼用されることによって、照明制御装置２を小型にすることができるとともに、照明制
御装置２のコストを下げることができる。
【００６０】
　また、本実施形態の照明制御システム１によれば、外部端末装置３から取得された時刻
情報をバックアップ電源２８によって維持することができるので、時刻情報を取得する場
所が製造工場（設置場所と異なる場所）である場合でも対応することができる。その結果
、例えば照明制御装置２の製造工場において時刻情報を容易に取得することができ、製造
工場での工程検査の効率を上げることができる。
【００６１】
　さらに、本実施形態の照明制御システム１によれば、照明制御装置２より操作性のより
マンマシンインタフェースを有する外部端末装置３（パーソナルコンピュータ）でタイム
スケジュールが設定され、設定後のタイムスケジュールの情報を照明制御装置２が外部端
末装置３から取得することができるので、使用者の利便性を高めることができる。
【００６２】
　また、本実施形態の照明制御システム１によれば、照明器具４の明るさ変化を外部端末
装置３に事前に表示することができるので、省エネルギー効果および演出効果を使用者に
確認させることができ、使用者の利便性を高めることができる。
【００６３】
　なお、実施形態１～３の変形例として、タイマ制御部２５１は、サマータイムの情報と
日の出時刻の情報と日の入り時刻の情報とについて、全ての情報を外部端末装置３から取
得するのではなく、少なくともいずれか１つの情報を外部端末装置３から取得してもよい
。
【００６４】
　実施形態１～３の他の変形例として、通信部２４と外部端末装置３との間の通信は赤外
線通信ではなく、専用線（例えばＲＳ－２３２Ｃ、ＲＳ－４８５またはＵＳＢ（Universa
l Serial Bus）など）を用いた有線通信であってもよいし、電波（例えば無線ＬＡＮ（Lo
cal Area Network）またはBluetooth（登録商標））を用いた無線通信であってもよい。
【００６５】
　実施形態１～３の他の変形例として、照明制御装置２は、使用者が照明制御装置２に対
してリモートコントロール装置（リモコン）で操作できる場合、天井に取り付けられる天
井付けタイプの装置であってもよい。
【００６６】
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　実施形態１～３の他の変形例として、調光信号出力部２３（５０３）は、照明器具４に
供給する電力の大きさを制御することによって、照明器具４の点灯状態を制御してもよい
。
【００６７】
　実施形態１～３の他の変形例として、調光信号は、専用の信号線による信号ではなく、
電力線搬送信号または電波などを使用した無線信号であってもよい。
【００６８】
　実施形態２，３の変形例として、系統親機５に接続される照明器具４は、単一の系統に
限定されず、さらに複数のサブグループ化してもよい。本変形例の場合、照明制御情報の
信号（ＲＳ－４８５信号）に系統アドレスだけではなく、サブグループアドレスも付加す
ればよい。
【００６９】
　実施形態２，３の他の変形例として、照明制御装置２と系統親機５との間の通信は、専
用線に限定されず、赤外線または電波などを用いた通信であってもよい。
【００７０】
　実施形態３の変形例として、照明制御装置２は、照明器具４の明るさ変化のシミュレー
ション結果を外部端末装置３から取得して表示部２６２に表示してもよい。本変形例の場
合、表示部２６２はシミュレーション結果表示部としての機能を有している。
【００７１】
　実施形態３の他の変形例として、製造工場での出荷検査用パーソナルコンピュータとは
別のパーソナルコンピュータでもよい。本変形例の場合、別のパーソナルコンピュータは
、タイムスケジュールの情報を出荷検査用パーソナルコンピュータにＬＡＮ（Local Area
 Network）などで転送すればよい。
【００７２】
　実施形態１～３では、照明器具４の点灯状態の制御として調光制御について説明したが
、実施形態１～３の変形例として、照明器具４の点灯状態の制御は、照明器具４のランプ
から放射される光の色温度を制御する調色制御であってもよい。調色制御は、調光制御に
代えて、または調光制御とともに行われる。例えばランプがＲＧＢ－ＬＥＤである場合、
照明制御装置２が色別に調光レベルの情報を照明器具４に送信すれば、ランプから放射さ
れる光の調色を制御することができる。
【符号の説明】
【００７３】
　１　照明制御システム
　２　照明制御装置
　２３　調光信号出力部（出力部）
　２４　通信部（通信インタフェース部）
　２５１　タイマ制御部
　２５２　照明制御部
　２６２　表示部（シミュレーション結果表示部）
　２８　バックアップ電源
　２９　制御装置側通信部（出力部）
　３　外部端末装置（シミュレーション実行部、シミュレーション結果表示部）
　４（４１，４２，…，４ｎ）　照明器具
　５（５１，５２，…，５ｎ）　系統親機
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